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Parectopa pavoniella ZELLER に つい て 
黒子 浩 つ 
Notes on Parectopa pavoniella ZELLER (Gracilariidae) from Japan 


By HirosHi KUROKO 


Pareciopa bavomiella ZELLER は 一 色 周 知 博士 (日 本 昆 唆 図鑑 改訂 版 : 453, f. 1221, 1950) に より ギン マダ 
ラ ホ ソ ガ の 和 名 を 附 し て 初め て 我国 の fauna た 加え られ た 種 で ある が , 筆者 は この 度 氏 の 御 厚 意 に より 本 種 と 同 
定 さ れ た 標本 の を 検 す る 機会 を 得 , 調査 の 結果 別種 で ある 事 を 知っ た . 一 方 筆者 は 昨年 miner 研究 の 権威 Dr. 
HERING の 御 厚 意 に より ヨー ロッ パ の 標本 を 入手 し , 手許 に ある 本 属 の 標本 と 比較 研究 し た 結果 , 本 邦 に も pavo- 
mzella と 同定 すべ き 種 の 産 す る 事 を 知っ た の で , 本 種 の 記録 と 共に 若干 の 生活 史 的 知見 を 附 し て と ヽ を 報告 する 
次 第 で ある . 

初め 常々 御 懇 篤 な 御 指導 を 仰い で いる 九州 大 学 農学 部 の 江崎 悦 三 , 安松 京 三 両 剛 士 及び 平素 の 御 指導 と 共に 
と の 度 標本 の 調査 と 発表 を 快諾 され た 大 阪 府立 大 学 炭 学部 の 一 色 周 知 博士 た , , また 比較 標本 の 送 附 そ の 他 種 々 御 

ヒ 疾 ・ 御 援助 を 惜 ま れ ぬ ベル リン の Zoologisches Museum の Dr. E. M. HERING に 心から の 謝意 を 表す る 次 第 
で ある . 








Parectopa bavoniella ZELLER 

Gracilaria pavoniella ZELLER, 1847, Linn. Ent., 2: 362 ; FREy, 1856, Tin. Schweiz : 239 ; STAINTON, 1864, 
Nat. Hist. Tin., 8: 184, t. 5, f. 2 ; REBEL, 1901, in STAUDINGER-REBEL, Cat. Lep. Pal., 2 : 208 

Euspilapteryx bavoniella ZELLER, HERRICH-SCHAFFER, 1855, Schmett. Europa, 5 : 293, f. 721. 

Micrurabteryx pavoniella ZELLER, SPULER, 1910, in HOFMANN-SPULER, Schmett. Eur., 2 : 409, t. 90, £. 22. 

Parectoba pavoniella ZELLER, MEYRICK, 1912, Lep. Cat., 6 : 48 ; id., 1912, Genera Insectorum, 128 : 20 

Hikosan, N. Kyushu, 22 Aug. 1954, 18, 24 Aug. 1954, 18, 19 (H. KUROKO)”. 

8 ?. 8.5-9 mm. 頭 部 及び 顔面 は 白色 . 小 肝 羅 は 短く 白 
人 色 , 1 黒 輸 を 有する . 下 唇 中 は 白色 , 第 2・ 第 3 節 下 面 に 
RS 
と 等 長 で 灰 褐色 を 呈す 

胸部 は 白色 , 鎖 板 ・ 腹部 は 背面 淡 暗 礼 色 
で 各 関 節 の 先端 は 白色 , 腹面 は 白色 で 暗 褐 色 の 傾斜 し た 貫 
が ある . 尾 総 は 白色 . 

前 翔 は 暗 黄 色 (yellow-ochre) で 金色 光沢 を 有 し , 黒く 
縁 ど られ た 白斑 を 有する . 即ち 閉 基 に 近く 発し , 後 縁 に 沿 
っ て 伸び , や 上 向 し て 巾 広く な り 璧 人 終 る basal streack. 
この streack の 前 方 前 縁 上 に は 横 に 長い 白斑 1st costal 
spot が ある . と の 外 方 に は 2 コ の 外 方 に 傾い た 方 形 の 2nd 
及び 3rd costal spots が あり , 2nd costal spot は 1st costal spot と 前 緑 で 連絡 する . 更に と の 外 方 に は 2 コ 
の 三角 形 の 白斑 4th 及び 5th costal spots を 有 し , 4th costal spot は 斜 外 方 , 5th costal spot は 斜 内 方 を 向 











Parectopa pavoniella Z., from Japan. 





1) 福岡 県 田川 郡 添田 町 彦山 九州 大 学 附属 彦山 生物 学研 究 所 

2) MP 附近 で アキ ノ キ リ ン ソ ウ (Solidago japonica KITAM.) の 葉 に 潜っ て いた 編 虫 よ り 1937 年 - 
6 月 20 日 頃 羽 化 さ せ た 1?. 

3) 彦山 昆 由 目 録 , 【, 鱗 紅 日 : 3, No. 31, 1957 の 同定 は 誤り で あっ た の で 訂正 さる べき も の で ある . 
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く . 後 縁 に は 前 縁 の 白斑 と 交互 に 2 コ の 斜 外 
方 を 向い た 方 形 の 1st 及び 2nd dorsal spots 
が あり , その 人 外 方 後 角 部 に 斜 内 方 を 向い た 三 
角形 の 3rd dorsal spot が ある . 4th 及び 
Sth costal spots と 3rd dorsal spot と は そ 
の 頂点 は 鉛 灰 色 を 呈し 中 央 部 で 会 する . と の 
部 と 翔 項 と の 中 間 に 小 白 点 が あり , 帳 点 の 前 
縁 は 黒 鱗 で 囲ま れる . 5th costal spot 及び 
3rd dorsal spot の 外 方 の 緑 毛 は 白色 . 翔 頂 
部 及び 閉 頂 部 の 縁 毛 中 た は 2 本 の 斜 走 する 白 
淀 を 有 し , と の 円 帯 の 境 及 び 緑 毛 の 先端 は 暗 
灰 褐色 を 時 する . 他 の 緑 毛 は 淡 灰 黄色 で ある 
が 後 角 部 の 緑 毛 中 に は 1 白 帯 が ある . 後半 及 
び 縁 毛 は な 淡 灰 褐色 . 

$ 交尾 器 : valva は 略 同 巾 で 上 方 た 状 貼 , 
先端 近く の 下 緑 に は 氏 歯 が ある . Saccus は 
長 三角 形 . Aedoeagus は 真直 で 先端 失 る . 

g 交尾 器 : ostium は 深い 査 状 , 開口 の 前 
緑 は 突出 する . Ostium bursae や ヽ 骨 化 . 
Signum は 1 対 で 細長 , 長 さ 約 650. 

ヨーロッパ (Minchen) 産 の 2 88@ と 比較 
し た 結果 , 8 交尾 器 に は 差 は 認め られ な い 
が , 前 婦 の basal streak が ヨー ロッ パ の 
race で は 後 縁 か ら 離 れ て いる が , 日 本 の 
race で は 後 縁 に 達し て いる と いう 点 で 少し 
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く 異 っ て いる . 
分 布 : 日 本 (九州 ) スイ ス , 南部 ドイ ツ , 
オー スト リア . 

年 活 。 更 


本 種 は ヨー ロッ パ に と 於 て は 発生 地域 の 限ら 
れ た 稀 種 に 属し , 幼虫 は Aster amellus L., 
A. Bellidiastrum SCOP. の 葉 所 潜っ て いる . 





Fig. 1. Forewing of European race. 
Fig. 2. Forewing of Japanese race. 


Fig. 3. Male genitalia. 筆者 は 彦山 た 於 て は シラ ヤマ ギク (4Aster 
Fig. 4. Female genitalia. scaber THUNB.) の 葉 か ら の み 得 てい る . 下 国 
ad. : aedoeagus, ot : ostium, lateral view. に 於 て も 林 種 は 稀 れ な も の の 様 で , た ゞ 1954 


年 の 8 月 上 旬 に 彦山 中 腹 の 一 地域 か ら 数 頭 の 幼虫 を 得 て い る に 過ぎ な い . 

Mine : シラ ヤマ キ ギク の 葉 先 に 近く 主として 主 脈 に 沿っ た 略 椿 円 形 の stigmatonome を な す . 

若 令 期 取 ち sap-feeder の 時 は inter-parenchymal mine で ある の で mine は 外部 か ら は 僅か に 淡色 に 見 える 
だ け で 余 程 注意 し な いと 発見 内 難 で ある が , 幼虫 が tissue-feeder (多分 4 令 及び 5 令 ) と な る と 葉 肉 組織 を 食す 
る た め , mine は 茜色 と な り , 部 分 的 に 信人 色 を 吐 し , あたかも 葉 先 部 が 枯死 し た 様 な 鈴 を 時 す る に 至る . この頃 
に な る と 幼虫 は mine の 内 側 に 吐 糸 する 事 に より 表面 の 土 須 の 周囲 に 汰 を 作り , 中 央 部 を 盛り 上 げ る の で 外部 か 
ら 明 瞭 に な る . 但し mine の 中 央 部 即ち 上 上 脈 周辺 部 の 葉 肉 組織 は 食す る 事 な く 最後 迄 残さ れ 緑 色 を 早 し て いる . 
と の 緑色 部 の 下 側 央 ち mine の 中 央 の 下 訂 に は 愚 掲 色 の 上 札 粒 が 王 脈 に 洋 い 細長 い 形 に 堆積 され , 紺 糸 で 綴 ら れ て 
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いる . 幼虫 は 摂 食 時 以外 の 時 は 外敵 か ら 発見 
され 難い この 部 分 で 休息 し て いる の で ある . 

Mine の 大 さ は , 長 さ 約 20mm, 面積 138- 
212 mm2 で あっ た . 

幼虫 : sap-feeder は 頭 胴 共に 選 平 . 頭 部 
透明 , 口 准 褐 色 . 胴 部 は 白色 半 透 明 で あっ て 
無 脚 , 胸部 の 由 は や ヽ 広い . 

Tissue-feeder は 終 令 の も の で 頭巾 0.6mm, 
体長 55mm. 円 筒 形 を な し , 頭 部 黄 褐 色 , 
日 紗 及び 頭 額 縫合 線 は 褐色 , 単眼 黒色 . 胴 部 
は 黄色 , 胸部 第 1 関節 及び 腹部 第 10 関 節 背 
の 重度 板 は 不明 瞭 , 腹 脚 は 4 対 で 第 3 一 第 5 
腹 節 及 び 第 10 腹 節 に あり , chrochets の 排列 


は 1ateral penellipse plus scattered crochets 





で ある . m : stigmatonome of Parectopa pavoniella Z. on the leaf 
功 : 幼虫 は 老 麗 すれ ば mine の 表 度 を 喉 of Aster scaber THUNB, 
い 破 っ て 脱出 し , 紙 環 は 葉 の 表面 を た わ め て 3 : Sap-feeder. 
t : tissue-feeder. 
長 さ 7mm, 店 1.5mm, 深き 2mm 位 の 長 椿 BOO 
円 形 , 舟 底 形 の 黄 白 色 の 葵 を 作る . 葵 の 表面 
に は 4czocezcoZs 属 の 功 見 られ る 様 な 泡 状 の 開 燈 は つけ ず , 粗 面 で ある . 
虹 : 長 さ 5.0mm, 巾 0.9 mm, 高き 1.0 mm. 淡 黄 褐色 , 紡 無 形 で 頭上 に cutting plate を 有する が , 腹 背 に 大 
き な spine は な い . 
経過 : 8 月 上 和 旬 幼 虫 採集 . 8 月 中 名 幣 化 . 8 月 下旬 羽化 . 














Summary 

The name of Parectopa pavoniella ZELLER was recorded for the first time in Japan by Dr. S. 
Issrkr in the “Icon. Ins. Jap., ed. 2: 453, f. 1221” in 1950. Examining the specimen by his favour, 
the author came to know that the above one was quite different from the true one. On the other 
hand the author has some specimens of the same genus which were collected by him at Mt. Hikosan 
and the species is closely related to pavonzella ZELLER. Comparing the specimens with the European 
ones sent from Dr. E.M. HERING, of the Berlin Zoological Museum, the auther came to know that 
the specimens of the ought to be identifed as the true pavoniella. 

In the present paper the author recorded not only the true species from Japan but also made 
mention of its life-history which was observed by him at Mt. Hikosan,N. Kyushu and added Aster 
scaber THUNBERG to the list of its host plant. 

According to the author's careful comparison, the Japanese race seems to differ slightly from the 


nominotypical one from Europe by the basal streak of the forewing reaching to the dorsal edge. 


日 本 鱗 柳 学会 会 報 / 蝶 と 上 " 
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